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研 究 主 題

課 題解 決 学 習 にお け る、個 に応 じた支 援 の工 夫

1研 究 の 概要 につ いて

1研 究 の 主 題 設 定 の理 由

保 健体 育 科 の 目標 は 、 「心 と体 を一 体 と して と らえ 、 運 動 や 健 康 ・安 全 につ い て

の理 解 と運 動 の合 理 的 な 実 践 を通 して 、積 極 的 に運 動 に親 しむ資 質 や 能 力 を育 て る

と と も に、健 康 の保 持 増 進 の た め の実 践 力 の育 成 と体 力 の 向 上 を図 り、 明 る く豊 か

な 生活 を営 む 態 度 を育 て る」 とあ る。

これ は、 教科 の究 極 の 目標 で もあ る 生涯 にわ た る豊 か な ス ポ ー ツ ライ フを実 現 す

る た め の資 質 や 能 力 、健 康 で 安 全 な生 活 を営 む 実践 力 及 び た く ま しい心 身 を育て る

こ と に よ って 、 現在 及 び 将 来 の 生 活 を 健康 で 活 力 に満 ち た 明 る く豊 か な もの にす る

とい う こ と を 目指 す もの で あ る。

昨 年 度 の研 究 成 果 及 び 課 題 を受 け、 さ らに具 体 的 な 「個 に応 じた 支 援」 の 充 実 を

図 る こ とに よ り、 生 徒 が 運 動 の 特 性 にふれ る楽 しさや 、喜 び を味 わ う こ とが で き る

よ うにす る と とも に 、心 身 の 健 康 の保 持増 進 にか か わ る資 質 や 能 力 の基礎 を高 めて

い く こ とが 重 要 な 課題 で あ る と考 えた 。

そ こで本 研 究で は 、課 題 解 決 学 習 にお い て、 個 に応 じた学 び方 の支 援 の一 層 の充

実 を図 る こ とで 、 生徒 自 らが 個 々 に応 じた 学習 計画 を立 て 、 工夫 を しな が ら主 体 的

に課 題 を解 決 して い く学 び 方 を 身 に付 けさせ る こと を 目的 と した。

さ らに は、 主体 的 に課 題 解 決 学 習 を進 め る こ とで 、達 成感 や充 実 感 が 高 ま る と と

も に、 学 ぶ楽 しさや 喜 び を一 層 味 わ う ことが で き る もの と考 え た。

教 師 は、 す べ て の 生徒 の 学 習 状 況 を 的確 に把 握 し、 そ の状 況 に応 じた指導 計画 を

立 て 、 課 題 解 決 学習 の 取 り組 みや 発 展 の支 援 に努 め な けれ ば な らな い。 そ の た め 、

生 徒 一 人 一 人 の習 熟 の程 度 に応 じた学 習 資 料 の作 成 な ど、 個 別 の支 援 を繰 り返 す こ

とで 、 生 徒 が 自 らの 学 び 方 を 身 に 付 け る こ とが で き る と考 え た。

そ して 、この よ うな学 習 の 積 み重 ね によ っ て、生 徒 の 資 質 ・能 力が さ ら に高 ま り、

学 習 した もの が 生 活 の 中 に 生 か され なが ら、 人 間 と して 充 実 した ス ポ ー ッ ライ フ を

送 る こ とが で き る と考 え 、主 題 設 定 の 理 由 と した 。
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2研 究構想図

研 究 主 題

課題解決学習における、個 に応 じた支援の工夫

●研究のね らい 本研 究では
、生徒が仲間 と協力 しなが ら自らの課題 を発見 し、そ

の追究や解決 していく学習 にお ける個 に応 じた さまざまな支援 を通 して、生徒一人一人に

学び方 を身に付 けさせ る。

●研究の仮説 課題解決学習 において学習カー ドや 学習資料等 を工夫 し、生徒個

々へ の学び方 を支援す る ことで、学ぶ楽 しさや喜び を一層味わ わせ るとともに、学習 を発

展させなが ら自らの学び方 を身に付けることができる。

●目指玄生徒像 ①

②

③

④

§

暮
臨

自己の学習状況 を客観的に把握する ことができる生徒

自己の能力に応 じた課題 を設定 し、主体的 に学ぶ 生徒

意欲や関心をもち、創意工夫 しなが ら道筋 を立てて学ぶ生徒

互 いに学び合 い、学習 を発展 させる ことができる生徒

教師、生徒相互、資料 による支援

●PLAI>6鞭 齢 児 ・・学翻計厨作成♪

課題 の発見へ の支援

・課題 を把握す るための学習 カー ド

・次の課題発見へのポイ ン トが理解

できるよ うに導 く資料

丸_

ミ

ミ1『鷺難難 護_,
もてる資料

・学習環境の整備

1 生徒の課題解決学習

{●ACTION硬 浮 ・夢正♪…

1学 習の進 め方の支 援

'

8蒜

・個に応 じた学習指導計画 の作成

・学習の進め方を理解 させ る資料
属Lノ ミ

蝋一 瀧 一 認望鯉 一 酬 εゆ

」

毎)

●CHECKrβ 己評衡 ・祖 互評劒

自己評価活動への支援

・学習 の振 り返 りや学習の修正 を図

るための学習カー ド

・自己 に適 した学び方 を示す資料1

ー

彦餐

_賦 鮪撒_鮎_矧 鵠輩_㎡
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3研 究の方法 ・内容

(1)保 健分野 と体育分野 にお いて、課題解決学習 を進 めるための指導および支援の工夫 につ

いて研 究する。

① 保 健分野では傷害の防止、体育分野では器械運動 を取 り上 げる。

② 生徒の習熟 の程度や課題 に応 じた学習カー ド、学習資料 を作成する。

③ 生徒が意欲 的に学習できるよ う、学習の環境等を整 える。

(2)生 徒の実態 を把握す るために、意 識調査を実施する。

保健分野 と体 育分野 において 、特 に授業で 身に付けたい ことや 、生活の中で生か した い

こ と等 につ いて調査 し、分析す る。

(3)個 に応 じた課題解決学習の支援 を工夫 した実 証授業 を実 施す る。

① 個 に応 じた支援 を視点 とした、学習指導計画を作成す る。

② エ夫 した学習カー ドや学習資料等 を活用 して、生徒へ の個 に応 じた支援 を実施す る。

(4)実 証授 業の結果か ら、研究全体 を考察 し、研究 の成果 と今後の課題 を明 らかにす る。

4課 題解決 学習 の具体的な支援の 内容

(1)学 習の進 め方への支援

① 学習 指導 計画の工夫 【学習 の状況 によ り細か く対応 した学習指導計画】

② 学習 の進 め方 を理解 させ るた めの工夫 【学ぶ道筋 を示 した学習カー ド〕

(2)課 題の発 見への支援

① 課題 を把握す るための工夫 【学び方 のヒン トや具体 的な点検項 目を示 した学習資料】

② 自己 の状況を把握 し、次の課題 を発見す るための工夫

【技 の一連 の流れを分か りやす くした学習資料】

(3)学 習活 動への支援

① 学習計画の立案 の工夫 【学習 計画 の視点 を示 した学習 カー ド】

② 学習 の見 通 しや学習の到達点 を把握するための工夫

【技能 の実現状況を具体的 に示 した学習資料】

③ 生徒が意欲 的、主体的 に学習 できる学習環境等への工夫

ア 主体的な学習が計画的に行 えるように、学習環境 を工夫す る。

【調ぺ学習ができる図書室等の整備】

イ 効果 的な学習 の支援 が行 えるよう、指導体制 を工夫す る。

【保健体育科教諭、 司書教諭 等 とのTTに よる連携】

(4)自 己評価活動へ の支援

① 学習 の振 り返 りや学習の修正 を図るための工夫

【自己評価 ・相互評価か ら振 り返 りができる学習カー ド】

② 自己 に適 した学習を把握す るための工夫

【評価活動か ら次 の学習 を考え るための学習資料)
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H研 究内容について

1ア ンケー ト調 査

(1)調 査の 目的

研究主題で ある 「課題解決学習における個 に応 じた支援の工夫」 を進め るにあたって、 生

徒が現在、保健分 野及 び体育分野の授業で どのよ うな学習内容を、 どのよ うに学びたいと思

っているか アンケー ト調査 を行い、生徒が感 じて いる実態 と課題 を把握 し、研究 に生かす こ

とを目的 とした。

(2)調 査対象

アンケー ト調査 の対象については、平成17年 度研究員所属中学校12校 の第1学 年～第

3学 年、計1,053人 に行 った。

(3)調 査時期

平成17年7月 中旬

(4)調 査結果 と分 析

各校か らの調査結果 を集 計する とともに、その傾向を分析 した。

【保健分野】

① 保健の授業で、 どのよ うな ことを学びた いか。(複 数回答)

瓢

留

0

0

7

R
U

砺

脳

眺

鑑

侃

概

鳳》

4

3

2

1

日ア 自分の心 と体 に関する こ

と

圏イ 健康で安全な生活 を送る

ために必要な知識に関す るこ
と

巴ウ 健康で安全な生活 を送る

ための適切な対処の仕方 に関
すること

図工 薬物な ど自分を取 り巻 く

社会環境の問題 に関す ること

田オ その他

[分析]

・どの学年 も、イ 「健康で安全な生活を送るために必要な知識 に関す ること」 と回答 した生

徒が最 も多か った。

・次 に回答が多 か ったのが、 ウ 「健康で安全 な生活 を送 るための適切 な対処 の仕方に関す る

こと」であった。特 に2年 生の回答が多 く、関心が高 いとい う傾 向がでた。
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② 保健 の授業 を、どのような学習形態で学びたいか.(複 数回答)

1年 生 2年 生 3年 生

日ア 先生の説明 を聞き、

をとる学習

国イ 先生か ら与 え られた同 じ課

題を個 人またはグループで取 り
組む学習

国ウ 自分た ちの興 味 ・関心に応

じた課題 を考え、個人 またはグ

ループで取 り組む学習
囹工 決め られた課題 を定め られ

た順番にそ って解 決して いく学

習
田オ その他

[分析]

・学年が上が るにつれて、ア 「先生の説明を聞 き、ノー トを とる学習」 と回答す る生徒が増

える傾 向にあった。3年 生で は、特に多 かった。

・1 、2年 生 において は、イ 「先生か ら与 え られた同 じ課題 を個人また はグループで取 り組

む学習」 よ り、ウ 「自分たちの興味 ・関心 に応 じた課題を考え、個人 または グルー プで取

り組む学習」の方 を求めている という傾向がでた。

③ 保健 の授業で、 どの程度の内容 まで学びたいか。(複 数回答)

1年 生 2年 生 3年 生

日ア 教科書にのっている言葉

の意味を理解 しだ い

田イ 現在や将来の 自分の生活
に役立っように学習 したい

団ウ 興味 ・関心 のある分野だ

けをさらに科学的 ・専門的 に
学習 したい

囹工 教科書にのっているもの

か ら、 さらに広 げて学習 した
い

目オ その他

[分析]

・どの学年 も、イ 「現在や将来 の自分の生活 に役立つ ように学習 したい」 と回答する生徒が

多か った。 また、約3人 に1人 が、ア 「教科書kの っている言葉の意味を理解 した い1と

回答 し、保健 の知識 を求めていることが分か った。

・学年 が上がるにつれ、エ 「教科書 にのって いる ものか ら、さらに広げて学習 したい」 と回

答す る生徒が 、減少 してい く傾向がでた。
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④ 保健 の授業を進 める上で 、自分でで きると思うことはどれか。(複 数 回答)

60%

50X

40%

30%

20%

10%

概

`;

、

39%38% 39%
稀

iii30%
一:・

33%

日ア 自分で課題を見付 けること

困イ 自分で課題 を見付ける こと
一 及び、 自分で学習 に必要な資 料

を集 めること

翻ill羅 　　1
一:・ ・

一 ・1・・

i:ii26%

1

「

iiiiii鐡

9%

・:咀 ・:

14%

難, 1%
「

1年 生 2年 生 3年 生

[分析]

・どの学年 も、ア 「自分で課題 を見付 ける こと」 と回答 した生徒が最 も多か った。また、次

に回答が多かったのが、ウ 「自分で課題 を見付 けた り、資料 を集め 自分で考えてま とめ る

こと」で あった。

・エ 「自分で課題 を見付け、学習 に必 要な資料 を集め、ま とめたもの を発表する こと」 と回

答 した生徒は、 どの学年 で も最 も少ない という傾向がでた。

〔体育分野】

① 体育の授業で、 どのような ことを学びたいか。 (複数回答)

7(隅

60%

50%

40%

30X

20%

10%

o%

61墜

:・=・:・

瓢 64瓢

50%49% 49留1

1%

3

44覧
40

2%

1

…
一

i

H0

一
1%」0%

「

2%
1

1年 生 2年 生 3年 生

日ア 運動の技能 を高める方法

圏イ 各種 目のルールや審判の

方法

日ウ 健康 の保持増進 ・体 力を

高める方法

団工 運動 を楽 しむ方法(運 動

とのかかわ り方接 し方)

臼オ そ の他

[分析]

・ア 「運動の技能 を高める方法」が、 どの学年 も多 く、次 に、エ 「運 動を楽 しむ方法(運 動

とのかかわ り方接 し方)」 、ウ 「健康 の保持増進 ・体 力を高 める方法」が多かった。

・約半数の生徒が 、エ 「運動 を楽 しむ方 法(運 動 とのかかわ り方接 し方)」 を求めて いる こ

とが分か った。
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② 体 育の授業 を、 どのような学習形態で学びたいか。(複 数回答)

1年 生 2年 生 3年 生

日ア みんなで同 じ練習に取 り

組む学習

囲イ 与え られた課題に対 し、

個人またはグループで取 り組
む学習

団ウ 自分の興味 ・関心に応 じ

た課題に対 し、個 人また はグ

ループで取 り組む学習

囚工 その他

[分析]

・どの学年 も、 ウ 「自分 の興味 ・関心に応 じた課題 に対 し、個 人またはグループで取 り組 む

学習」 と回答 した生徒が最 も多か った。

・1 、2年 生は、次にイ 「与 え られた課題 に対 し、個人 またはグル ープで取 り組む学習」 が

多かった。3年 生は、ア 「みんなで同 じ練習 に取 り組む学習」が 多 く、1、2年 生と3年

生 とは逆 の傾 向がでた。

③ 授業の 中で先生に、 どのよ うに手助 け(ア ドバイス)を して欲 しいか。(複 数回答)

60%

50%

40%

30瓢

20%

10%

O%

一

_・

_o

-

一

駅

:

55%54%1

:50瓢50鷲 …瓢,堅1
1

・iiL44%

「陶 軍=

iii↓4覧44%

iii翻 園
一一 一-

31翻

二::

蓑i

iiii

iii…iil

1

ii.134韻
豪

}

15ラ

葦 嚢,,欝翻

,翻8監
く ・'

7Y、.

し

iii:

i:i=
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1年 生 2年 生 3年 生

田ア 見本 を見せて欲 しい

囲イ 声かけ、 ア ドバイスを し

て欲 しい

国ウ 個別 で指導 して欲 しい

区工 自主的に練習す る時間を

作 って欲 しい

日オ 友達同士で話 し合って活

動す る時間を作 って欲 しい

囲力 その他

[分析]

・どの学年 も、 ア 「見本 を見せて欲 しい」が多 く、次 に、イ 「声か け、ア ドバイスを して欲

しい」の回答が多かった。

・3年 生では、オ 「友達 同士で話 し合って活動す る時間 を作って欲 しい」 と回答 した生徒が

1、2年 生に比べ少な い傾向が でた。
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④ 課題 を見付 け、技能 を向上 させ るた めにどんな工夫が あれ ばよいと思うか。(複 数回答)

目ア 学習カー ド等を使 い、練習

の流れや記録の変化が分かる授

業
囲イ ビデオを撮るな ど、自分の層

活動 を確認できる授業

国ウ お手本が見 られるビデオや
パ ソコン映像などがある授業

団工 記録会やゲームを通 して課

題の発見や技能の確認ができる

授業
日オ 自分の取 り組みたい学習が

で きる時間と、活動する場があ
る授業

国力 その他

[分析]

・オ 「自分の取 り組みた い学習ができる時間 と、活動す る場 がある授業」が各学年 ともに回

答が多かった。次にL2年 生は、ウ 「お手本が見 られ る ビデオやパ ソコン映像な どが あ

る授業」の順で多 く回答 を得ているが、3年 生 は、ア 「学 習カー ド等 を使 い、練習 の流れ

や 記録 の変化が分かる授業」が2番 目とな った。

(5)考 察

保健分野のア ンケー トの結果か ら、生徒が求める 「保健の授業」 とは、現在や将来 の自分

に役立つよう、健康で安 全な 生活 を送 るために必要な知識 を学習 したいと思っている ことが

分 かった。また、その学習方法 としては、一斉授業 だけで はな く、興味 ・関心のある課題 を

個 人またはグループで学習す る ことを求めている ことが分か った。

体育分野のアンケー トの結果か ら、生徒が求める 「体育の授業」 とは、興味 ・関心のある

課題 を個人またはグループで、運動技能の向上 と運動の楽 しみ方を中心 に学ぶ ことを通 して、

体 力の向上や健康な身体つ くりに生かせ る授業であることが分か った。また、教師に対 して

は、見本や声かけ、課題 に取 り組むため の時間確保、学習 カー ド等 の利用な どを求めて いる

ことが分かった。

このことか ら、生徒の興 味 ・関心 のある学習内容を選択 させ 、個 人またはグループで主体

的 に学習 に取 り組める学習環境 を整える ことが必要である ことが分か った。 さらに、課題解

決学習 に取 り組みやす いように、個 に応 じた課題の設定 か ら学 習の進め方 ・ま とめ方 までの

流れを明示 し、生徒自らが進 んで学習 に取 り組めるよ うな支援 を求めている ことが分かった。
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2実 証授業

(D保 健分野 単元計画例(第2学 年対象4時 間扱い)

○単元名 「傷害の防止(自 然災害における傷害の防止)」

○単元のねらい
・学んだ知識の中から、興味 ・関心に応じた課題を選択 し、学習の仕方を工夫して課題解決を図り、

自然災害における傷害の防止について意欲的に学習できる。
・自己評価 ・相互評価を通して活動を振り返 り、自己の学習を修正 ・発展させることができる。
・身に付けた知識を自己の生活に当てはめて考えたり、実践したりすることができる。

○ 「おおむね満足できる状況」の評価規準(観 は行動観察 ・学は学習カー ド・ぺはペーパーテス ト)

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 知識 ・理解

①自然災害における傷害の防止 ①自分の経験や地域の生活を振 ①自然災害による傷害の発生要
について、自分の日常生活を振 り返っている。(観 ・学) 因や防止対策について理解し、

り返りながら課題を発見 しよ ②学習 したことを普段の生活に まとめる ことができる。

うとしている。(観) 当てはめる ことができる。 (学 ・ぺ)

②集めた資料や仲間の意見を参 (観 ・ぺ) ②自然災害から自分の安全を守

考 に、課 題 につ いて 調べ てい ③学習課題の設定や学習方法 ・学 ることの重要性を理解してい

る 。(観 ・学) 習計画について振 り返り、修正 る 。(学 ・ぺ)

③ 自然災害における傷害の防止 したり、新たな課題を発見した ③学習方法や自己評価 ・相互評価

について、自分の意見を発表し りしている。(学) の方法について理解 している。

ようとする。(観 ・学) (学)

① 単元の指導計画例

時 学習内容 ・学習活動 課題解決学習への 個に応じた具体的な支援 評 価

指導 ・支援 (学習につまずいている等)

圃
・自然災害 について一 ・教科書をもとに説明し学 ・学習カー ドに記入できた ・自然災害 の危

斉に学習する。 習カー ドに記入 させる。 か確認す るとともに、資 険性が理解で

料等 を示 し、説明する。 きたか。

・各自の地震体験にっ ・自分の地震体験や仲間の ・生徒が興味を抱くような ・自然災害へ の

いて振 り返る。 体験を聞き、自分の安全 発問をし、今後の学習へ 興味 ・関心 を

1 を守ることの重要性を理 の興味 ・関心が高まるよ 高めることが

解 させ、学習への興味 ・ う促す。また、仲間の意 できたか。

関心を高める。 見 も参考 にさせる。

・今後の学習の進め方 ・学習カー ドを使用 して学 ・学習カー ドの使い方が理

について確認する。 習の進め方 を理解 させ 解できない生徒に例を示

る 。 し、個別 に説明する。

学 ・興味 ・関心のある内 ・学習資料(地震時の心得) ・課題を見付けられない生 ・興 味 ・関 心 に

習 容、さらに調べてみ を配布し課題発見の手だ 徒におたすけカー ド1を 応 じた課題を

1 たい内容から各自の て とする。 配布し課題設定の参考に 探ることがで

課題を探る。 ・学習資料等の考え方のヒ す るよ う助言する。 き た か 。 ま た 、

ン トを示 し、時間を十分 ・学習カー ドか ら学習内容 課題解決のた

に与え考えさせる。 をもう一度振 り返 らせ、 めの学習計画

適切な課題が設定できる を立て、学習

よう励 ます。 の見通 しをも

・自己評価 ・相互評 つことができ

価 をする。 た か 。

9

一10一



課題の解決

・課題設定及び学習計 ・仲間同士で話 し合 った り ・おたすけカー ド2を もと ・課題解決学習

画に基づ いて、課題 調べるための時間を十分 に調べ学習の考え方を個 に互いに協力

を追究す る。 に確 保す る。 別 に支援す る。また、校 し、意欲的に

・学習環 境を整 える。(コ 内の安全点検場所を選択 取り組んでい

ンピュータ室や図書室の させ、調べなが ら、学習 る か 。

② 利用及び、資料の準備) カー ドに整理 させる。 ・活動が計画的

・ ・校内安全点検から新たな ・校内を巡回し気付いてほ に進められて

3 課題を見付ける。 しいポイン トについて助 い る か 。

・課題追究に改善が必要な 言 する。 ・課題解決学習

生徒には、学習計画を修 ・学習資料(地震時の10ポ に必要な資料

正するよう助言する。 イン ト)を配布 し地震時 を適切に活用
・互 いに資料 ・情報を交換 の行動の仕方についてま しているか。

するよう助言する。 とめ、発表につなげるよ

・生徒の校内点検実施に際 う助言する。

学 し司書教諭などに支援 ・

習 協力を要請する。

u ・調べたことのまとめ ・良い例な どを紹介す る。

をする。 ・原稿の書き方や発表の方 ・資料の整理、学習内容の

法を工夫するよう助言す まとめ方を個別に助言す

る 。 る 。

・発表準備 をする。 ・発表原稿 を学習カー ドに ・発 表 に 向 け 、

記入 させ る。 自分なりの構

想がもててい

る か 。

・自己評価 ・相互評

価をす る。

発表 ・まとめ

・調べた内容 をグルー ・発表方法 を選択させる。 ・機器の使用方法、掲示の ・自然災害への

プ内で発表する。 (パ ソコン、OHPや 掲示 工夫などグループごとに 備えやその後

4 物によるプレゼ ンテーシ 助言す る。 の対応にっい

ヨ ン) ・同じ発表方法 同士、協力 て理解 し、新

するよう働きかける。 たな課題を見

付けることが

ま できたか。

と ・自己評価 ・相互評 ・学習カー ドに良かった点 ・発表を振り返らせ整理さ

め 価をする。 改善点、参考になった点 せ る 。

を記入させ、自己の活動

を振 り返 らせる。

・自然災害 にお ける傷 ・自然災害への防止策を学 ・自然災 害時 に

害の防止についてま 習 カ ー ドに ま とめ させ おける傷害へ

とめ る 。 る 。 の予防及びそ

の対応 を理解

できたか。
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②学習指導案例(4時 間扱いの2時 間)

〔本時 のね らい〕 ・学習内容に応 じた課題を設定し、調べ学習を進めることができる。
・課題解決学習に意欲的に取 り組み、必要な資料を準備し適切に活用することができる。
・自己評価 ・相互評価をもとに、自然災害(地 震)に ついての学習を振 り返 り、自然災害による傷害の防止について理解する。

1厚 習内容の確認1

、
り

の
す

て
振

習
認
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学
確

つ
容

の
を

に
内
時
容

害
た
本
内

災
し

、
や

然
習

り
れ

。

自
学

返
流

る

2[翻

(1)課 題設 定

・調べ て みた い課 題 を

設 定 し、調 べ る場所
と方法 を選択す る。

教 師 の 支 援 ・ 評 価

課題解決学習への支援

学習計画への支援

・自然災害について学習カ
ー ドか ら振 り返る

。
・掲示物により学習の流れ

や課題を明確にする。
・学習計画の立て方や配慮

点について示す。

課題設定への支援

・課題の設定が適切である

か助言する。
・調べ方を具体的に示 し、
各自の活動場所や方法を
明確にする。

個 に応じた具体的な支援(〔 〉 学習がうまくできている者 鴎 つまずいている者)

理 で き、子習 カー ドに

すべ て記入 できている。

学 習カー ドのチェック1☆ に
チェックし次 の課題 に進む 。

子習カー ドの
内容が理解で
きたか。

学習 一'に 記入できた
が学習の内容や課題が理

できない。

學
欝飾 罐齋判

間の意見 を参考 にしなが ら学習 カー ドの
内容を再確認 し、学習の課題や 内容 を気付
かせる。

学 習 噛料や 易示 物 を活 用 し、
なが ら説 明す る。

具体例を挙げ

課題が設 でき、調べ

◎ や場月も決定した・

学 習カー ドのチェック2☆ に
チェックし'の 課題 に進 む。

調べてみ こい
課題が設定で
きているか。

課題が設定できたが、調
べ方がわか らない。

嚇 調べてみたい課題が設定
で きない。

〃 とな る'料 を提 示 した り資 聡 の 理 の

仕方 、インターネット関係 サイ トについて助言 す る。

評価
・互いに協力し、意欲的に取 り組ん
でいるか。

・学習が計画的に進められているか。

おた けカー ド2」をM示 し学校内の安全
点検の場所を選択させる。
r学校内の防災チェックリス ト』を活用さ

せ、調べたい場所を決める。

鯛 学習 ・.。 地震時の10ポ イ ント)を 提示 し
記入方法を説明する。具体的な例を示 し、
調べ学習の考え を支援する。
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一
〇。
1

(2)課 題追究

・資料や情報を収集 し

各自の課題に合わせ
た学習を進める。

・各 自が 調 べた課 題 に

ついてま とめ る。

〔本時の評価〕

課題追究への支援

・校内 を巡回 し気付 いて ほ

しいポイ ン トを助言す る。
・図書室 ・インターネットな どを利

用でき る準備 をす る。
・参考資料 を準備す る。
・互い に資料 ・情報 を交換

できるよ うはた らきか け

る。

'(図 書室活 用)

(インターネット活用)

(参考 資料活用)

㌧(学習 カー ド活用)

〆課題 解 決学 習

を進 め る こと

、ができたか。.

■

)麟

評価
・必要な資料を各自準備 し、

適切に活用しているか。

調べたい課題 についての参 図書を、選びやす
いような環境をつくる。
司書教諭による 援を依頼する。

効率的な調べ や良い例を示し、 中間か らのアド
ガイスをもらうよう助言する。

あらかじめ災害関係のサイ トを紹介する。

)斡 調べたい課題についての情報 を提供 る。
関係機関よ り資料を多く収集 し用意 してお く。

学習のまとめへの支援

・項 目ごとに整理 しながら、
まとめるよう助言する。

・生徒相互に資料や情報を

交換するよう促す。

・学習カー ドのSTEP2か ら

これ までの学 習 を振 り返

おた けカー ド2」 によ り 内 を安全 点検 し、

気付いた ことを発展 させ るよ う助言 す る。
施 に際 し、他教師 に支援 ・協 力 を依 頼す る。

学習資料 に地震 の10ポ イ ン トを記入 し、 さ ら
に知 りた い ことを調 べ るよ う助 言 す る。学 習 資

料(地 震 時の心得)を ヒン トに記入 させ る。

調べた結果を
まとめること

、ができたか。

雄 翼捺麗 をまとめる)鑛駝 搬1編 濁
学 習 カー ドに

誓聾 難 議、.まとめる)噛 難 講 累まがら課題を確認しぼ と〕

触 獄 られ個 蠣 ξ艦 菱縮欝よ旨溝轟 翌
働 学習酬(膿 時の1。 ポイント)を提示し膿

時 の行 動 につ いて まとめ 、発表 につ なげ る。

今 日の学習を
振 り返 ること
ができたか。

学習カー ドに自己評価 ・
相互評価 を記入できた。

次回への課題の確認を る。

礫 霧 羅轟 嘗習〕
一 ,に 評価 項 目 を読 ん だ り、今 日の学 習 の

内容 を振 り返 りなが ら援助 す る。

・興味 ・関心に応 じた課題設定ができ、課題解決のための計画的な調べ学習を進めることができたか。
・課題解決学習に意欲的に取り組み、必要な資料を準備し適切に活用することができたか。
・自己のまとめや相互評価から、本時の学習を振り返り、自然災害による傷害の防止について理解することができたか。



③学習資料

学習カー ド

sτEPブ

2年 絹 番 氏 名

学習の道筋 を示 し、自己の学習をまとめていくカー ドとした
自己評価ABC STEP 自己評価ABC

授業のまとめ

自然災害とは?

7月23B東 京 震度5の 地震

どこにいた(
どのような行動をとったか(

(

地震がおきた まず何をする(

地震にともなって起こる災書

防災の3大 鉄則

そのとき、あなたは
)
)
)

)

チェックをして次 に進む

⇒

STEP1 であまりよく理解できなかったこと

調ぺてみたい課題が見つからない おたすけカード1使 用
おたすけカード2硬 用

調べてみたい課題(

調べる爆所 教駐 図窪室 パソコン室 その他(

調べる方法(

)

)

)

チ.,ク3☆

?かきぺ

し衷晃てえ●考

ークツエチ

す

う
?

う

よ
か

ど

み
き

に

て
べ

め

え
く

た

考
お

る

に
て

め

と
し

ど

も
を

と

を
何

に

則
ら

限

鉄
か

小

大
頃

鼠

3
B

を

の

、

害

災
た

被

防
ま

号

e

調べてみたい課題(

調べる場所 教室 図巴量 パソ⊃ン室 その他(

調べる方法(

デ、ック2☆

,

)

)

おたす けカー ド1:学 びの ヒン ト

お たす けカー ド1

調べて みた い課 題 が見 付か ら

ない生徒に配布 し、ヒン トを探す

手だて とした。

調べた結果わかったこと

学習計画 ・方誌の修正点
具体的な修正点(

参考資斜名

ある o ない

デ■ンク4

)

☆

綴灘
剛 」

匪籾 」礎

蹟

おたすけカー ド2=点 検のヒン ト

鰯 ぢ
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と切に耀 の?ρ

口#富出λ;1002ヶ 所以上

口出λ胡ロドアの禺閉拭況

ロドアの春わ匹1②甕理聾顛

ロホ翅・翼千・-iLeo邑定

口本彊・Ovれ一上ロ菖

口蛍毘灯⑦固定銃混

口壁の額縁o騎計なご

ロウ,『一口齢匿撮

0テ レビΩ豊匿館'

調べ方 や調べ る ものが

分からない生徒に配布 し、

安全点検 の ヒ ン トを探 す

手だて と した 。特別 教室

等、数種類準備 した。

享欝躍の蹴運チ」クク〃えA

★'音楽室の危蹟鞠テ'ゴ動ク:★

口翻 出λ旦IOの2桶肚 磯 像

口出λ鰯ロドアの開閉撞現

ロドアのまわりの豊理整輻鰭捏

口亦彊・ス子口1`臼⑦固定桔深

口$鑓・Ovれ一上⑦落下防止驚逡

口蛍鑑灯の固定驚現

口塁の額縁・時計むζの圏定括認

口η一ラ,の譲置括現

ロテしビの舘匿雑渓

口窓淵弓スO耐言性

ロピアノの固建櫃況

ロ

ロ

※躍陵箇所とその封露を考えよう!

差紗

ノ
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④ 実証授業のまとめ と考察(○ は成果、△は課題)

視 個 に 応 じ た 具 体 的 な 支 援 に よ る 成 果 と 課 題

点 学習の進め方への支援 課題の発見への支援 学習活動への支援 評価活動への支援

○学習 カー ドを授業の Oお たす けカー ド1 ○学習カー ド等 を参 ○ 学習カー ドのチ

は 展開に合わせること を使 うこ とに よっ 考 に個 に応 じた学 エ ッ ク項 目か ら

じ で 、 これか ら学習 す て 、 自己 の既 習経 習計画 を立てて課 個 々 の学習 状 況

め 賜 る道筋 を理解させる 験に基づいた課題 題解決を図る学習 を的確 に評価 す

ことができた。 を発見する ことが の理解 を深め るこ る ことができた。

できた。 とが で きた。

○本時の学習 のね らい ○生徒同士の意見交 ○教師や司書教諭の ○ 自己評価 に よ り

を掲示するなど学習 換を意図的に実施 助言 か ら学習への 学習状況の理解

の方向性を明確にす した ことで 、新 た 改善点が明確にな が 深 ま り、 学 習

る こ とで 、 学習 に対 な課題 を見付ける り学習 を修正 ・発 に対す る課題 意

す る見通 しをもたせ ことがで きた。 展 させる ことがで 識 を もたせ る こ

ることがで きた。 ○おたすけカー ド2 き た 。 とができた。

な ○学習カー ドに学習の を活用す ることで ○知識の習得状況 に ○相互評価 をす る

進め方の視点を示す 新たな課題を発見 よ り、個 に応 じた こ と に よ り 、 自

こ とによ って 、学習 す ることがで きた。 おたすけカー ドを 己 のよさや新 た

計画 に基づいた学び ▲教師の支援や学習 使用する ことで学 な課題に気付き、

方を理解 させること カー ド等 を使 って 習の見 通 しをもた 学習 を修正 ・発

がで きた。 も、意欲的 に課題 せ るこ とがで きた。 展 させる こ とが

か ▲生徒 の既習経験 の違 を発見 しようとし ▲個 々の課題追究 に で きた。

いによって学習計画 な い生 徒 に は、よ よ り、 学 習 の場 が ▲自己の学習 を振

の立て方に差が見 ら り個 に応 じた支援 広 が るた め 、 よ り り返 らせ 、 学 習

れ た 。 が必要 であ った。 細かな指導体制を 内容 を評価 させ

工夫す ることが必 るための十 分 な

要で あ った。 時間 を生徒 に与

え ることが で き

なか った。

○学習カー ドとおたす ○基礎知識から課題 ○意見発表会で他の ○仲間や教 師 の個

けカ ー ド1を 自主 的 を発見す る活 動の 多様な考え方を知 に応 じた評価 活

に活用する ことによ 支援 をす ることで ることで思考 力を 動 の支援 に よ っ

って 、 自己 の興 味 や 知識 を深めさせる 深めるさせ ること て 、 学習 を 振 り

お 既習経験 に基づ いた ことがで きた。 が で き た。 ま た、 返 り 、 修 正 ・発

課題解決学習を深め ▲生徒の学習の深ま 自己の問題 として 展 させる内容 を

わ る ことができた。 りによ って 、 新 た 考 えさせる ことが 明 らかにす る こ

▲生徒の学習状況によ な課題発見 につな で きた 。 とができた。

り って学 習 カー ド等 の が らな い生徒への ▲主体的な学習を進

活用に差が見 られた。 支援 を工夫す る必 め るた め に も、活

要 があった。 動時間を十分に確

保する工夫が必要

だ っ た 。

考察

○学習カー ド等の充実や学習形態の工夫 により、一人一人の生徒に学習の見通 しをもたせ、自己の能

力に適した課題解決学習ができた。

○学習カー ド等の活用及び仲間や教師とのかかわりか ら学習を振り返 り、修正したり発展させた りす

る生徒の自己評価活動を高めることができた。

○保健学習の基礎知識を基に、課題 を追究する学習活動を個に応じて支援することで、知識を深 く理

解させるとともに仲間の発表等から、科学的に考えさせることができた。また、その取り組みによ

り、適切な行動を選択できる実践力の素地を学ぱせることができた。

▲生徒の自己評価の仕方にばらつきがあることか ら、さらに自己評価活動を高めていくための個 に応

じた細かな支援が必要であった。

▲あらゆる場面で学習を振 り返 り、修正 ・発展が習慣化されるよう、生徒相互のかかわ りや教師の指

導体制(他 教科や司書教諭、栄養士等 との連携)を さらに充実させていく必要があった。
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(2)体 育分野 単元計画例(第2学 年文橡 男女共習10時 間扱い)

○単元名 「器械運動」(マ ッ ト運動 ・跳び箱運動 ・平均台より1種 目選択)

○単元のね らい
・自己の課題解決を目指し、仲間と助け合い、楽しみなが ら安全に運動に取り組むことができる。

・資料や仲間の助言から課題を見付け、自己の能力に適 した技を習得するための練習の仕方を工夫

することができる。
・自己の能力に適 した技を選び、その技をよ りよくできるようにした り、もう少しでできそうな技

をできるようにしたりすることができる。

・自己の能力に応じた課題を解決するための学習計画を立てることができる。

○ 「おおむね満足できる状況」の評価規準(観 は行動観察 ・学は学習カー ド・ぺはペーパーテス ト)

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 知識 ・理解

①器械運動に興味をも ①自分の技能に応じた技 ①習得した技を組み合 ①器械運動の技の系 ・技

ち、楽 しさや喜びを味わ を選択 したり、組み合わ わせて連続した演技が 群 ・グルー プの構造、技

お うとしている。 せたりして技を円滑に行 で きる。…マ ッ ト運動、 の系統性や発展性を理解

(観) うための課題を設定して 平均台(観) した練習の仕方を知って

②自分が練習をしたあと い る 。(観 ・学) ・習得 した技の中か ら、 い る 。(学 ・ぺ)

に、マ ッ トの位置な ど、 ②課題解決に必要な練習 系統 の異なった二っの ②器械運動の楽しみ方や

安 全 を確 か めて い る。の仕方を選んだり、見付 技ができる。 学習の進め方を知ってい

(観) けた りしている。 …跳び箱(観)
る 。(学 ・ぺ)

③互いに協力し、補助 し (観 ・学) ②美しい姿勢と力強さ ③技の特徴や運動種目ご

合いなが ら練習 してい ③課題の達成状況をとら (安定性、雄大性)を あ との特性にあった演技構

る 。(観 ・学) え、練習や発表の仕方を る程度、表現することが 成の仕方、発表の仕方に

④練習や発表では、お互 見直 した り、新 しい課題 できる。(観) ついて、説明することが

いの技や演技のできばえ を選んだりしている。 ③技のできばえを改善 で き る 。(学 ・ぺ)

の良さを認め合おうとし (観 ・学 ・ぺ) したり、新たに技を加え

て いる。(観 ・学) たりして、演技内容に変

化 を加える ことができ

る。(観)

① 単元の指導計画例(器 械運動:マ ット運動 ・跳び箱運動 ・平均台運動より1種 目選択)

時
学習活動

学習内容

課題解決学習への

指導 ・支援

個に応じた具体的な支援

(学習につまずいている等)
評 価

オ リエ ンテー シ ョン
・学習の進め方の ・学習カー ドや学習資 ・器械運動が苦手な生徒には、 ・学習のね らいを

確認 料を使って、学習の 自分のできそうな技を自分 理解し、学習に

1 ・学 習 ノ ー ト ・資 ねらいを説明 し、学 のペースで進めればよいこ 見通 しをもっ
●

料の説明 習の見通 しをもたせ とを丁寧に説明し、学習意欲 て取 り組 も う

2 る 。 を高める。 として いるか。

障 習技能の確認1
・種目の選択 ・既習技能に取 り組ま ・なかなか種 目選択ができな ・自分の興味 ・関

・グルーピング せ、 自己の興味 ・関 い生徒には、教員が補助にっ 心に応 じて種
学 心に応じて種目を選 き、できそ うな技に挑戦さ 目選択を行い、
習 択 させ る。 せ、自信 をもたせ る。 学習意欲 を高
1 ・同じ課題の仲間でグ め る ことが で

ルー ピングさせ る。 きるか。
・同じ課題の仲間同士

で互いに助言 した り

補助 し合った りする

よう助言する。
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3

●

4

0

⑤
●

6

学

習

∬

冒層7

■

8

●

9

1学 習計画Ii
・個人目標の設定及

び全体学習計画の

作成

①課題の設定

②学習計画の作成

③課題に応じた学習

活動

④自己評価 ・相互評

価

・既習技能の取 り組み

やステ ップ表を参考

に個人 目標を設定さ

せ、全体学習計画を作

成させる。

・前時の成果 と反省を

踏まえて各自の課題

を明確にさせる。

・自己 の目標や課題を

明確にした上で、学習

カー ドを使用し個 に

応 じた学習計画を立

てさせる。

・同じ課題 をもつ仲間

同士で練習方法や場

を工夫させる。

・ステップ表の支援の

ポイントを参考にし、

生徒相互で技の完成

度をア ドバイスし合

うよう促す。(仲間の

ア ドバイスは学習カ
ー ドに記入させる。)

・学習活動を振 り返り、

学習カー ドにまとめ

る。
・教師や仲間のア ドバ

イスを参考にし、本時

の反省 と次時の課題

を確認させる。

・目標の設定ができない生徒

には、ステッフ表 を活用さ

せ、できそうな技を確認さ

せる。また、学習計画の立

て方を個別に支援する。

・課題設定ができない生徒に

は、仲間のア ドバイスを参

考に課題 を考えるよう助言

する。
・学習計画が立てられない生

徒には、前時を振 り返り課

題を確認させる。また、課

題解決に向けた具体的な練

習方法を例示する。

・学習の成果が高まらない生

徒には、ステップ表を活用

し技のポイントをつかませ

るとともに、学習資料を提

示 し、具体的な練習方法を

助言する。

・自己の成果と課題をっかめ

ない生徒には、ステップ表

を活用 し、「できたこと」、

「できそ うだったこと」を

具体的に助言 し確認 させ

る。

・自己の能 力に

適 した 目標や

課題を設定 し、

課題解決のた

め の学習計画

を立て、計画的

に進 める こと

ができたか。

・適切な練習 を

選択したり、場

の工夫がで き

たか。
・仲 間 とともに

安全に留意 し、

互 いにア ドバ

イ スや補助 を

し合 い練習 に

取 り組めたか。

・本時の成果と次

時へ の課題 を

確か める こと

ができたか。

・新た な課題か

ら学習が修正

できたか。

・器械運動の楽し

み 方や学習の

進 め方等が理

解できたか。

1学 習計画Il
・今までの学習を振り

返 り、新たな目標 ・課

題 とそれに伴 う学習

計画を考え、学習の修

正 ・発展を図るよう助

言する。

・学習計画1で 立てた個人目

標が、どこまで達成できて

いるかステップ表を参考に

確認させ、今後の学習計画

を具体的に考えさせる。

・学習の修正から新

たな課題への対応

①新たな課題の設定

②学習計画の作成

③課題に応じた学習

活動

④自己評価 ・相互評

価
10

ま

と

め

1学 習のまとめ1
・発表会では、練習して

きた技を組み合わせ

るなど工夫させる。

・発表会は、練習してきた成

果を発表する場であること

を理解させ、自信をもって

演技するよう励ます。

・技の特徴等にあ

った演技構成

や発表 の仕方

を考 える こと

ができたか。

・発表会

・学習成果 の確認

・記録のま とめ
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②学習指導案例(10時 間扱いの5時 間)

〔本時のねらい〕 ・安全に留意 しながら仲間と協力し、楽しく練習することができる。
・学習計画に基づいて工夫しなが ら練習することができる。
・選んだ技の技能を高めたり、技をよりよくできるように繰り返 し練習した りすることができる。
・自己の課題解決のための練習の仕方を理解することができる。

時
間

は

じ

め

10

分

な

か

35

分

学習活動
学習内容

1睡 列 ・挨拶1

2j学習内容の確認1

・各 グ ル ー プ ご と

に 準 備 運 動 を

行 う 。
・学 習 計 画 を 立 案

し 、 学 習 カ ー ド

に記 入 す る。

31課題解決学習

・学習計画に基づ

い た練 習 を行

う。
・学習資料や模範

とな る演 技 を

参考 に 目標 を

確認する。
・グループごとに

助 け合 いなが

ら学習する。

教師の支援 ・評価

課題解決学習への支援

学習計画への支援

・ステップ表等を参考

にさせ 目標や課題を

明確にさせる。
・学習計画の立て方や

配 慮 点 につ いて示

す。

個に応じた具体的な支援( 学習がうまくできている者 ・ つまずいている者)

自己の課題をっか

み、適切な学習計画

が立てられるか。

自己の課題を把握 し、適

切な学習計画を立てるこ

とができる。

ステップ表から次の段階への見通 しをもたせる。

学習カー ドの記入はして

いるが、自己の課題をつ

かみきれず、学習計画も

立てられない。

評価
・自己の能力に応じた学習計画を

立てることができたか。

ステップ表を活用 し、今の技能の状態を理解さ

せる。

学習資料等を活用し、適切な練習方法に気付か

せる。

学習カー ドの記入ができ

ず、課題もっかめず、学

習計画も立てられない。

学習活動への支援

・課題解決のための練

習方法を紹介する。
・生徒相互に練習内容

や技の完成度を助言

し合うように促す。
・ステップ表に色や印

をつけて 目標を分か

りやす くするよう促

す。

自己 の課題 に応 じ

た学習活 動がで き

ているか。

k
・自己

の課題解決に向け ◎

て、進んで取 り組むこと

ができている。

臥

1'
r

δ
ノ

、 r課 題鰍 に向けての学、 r

技の出来映えをさらに高めさせた り,新 たな技

に挑戦したり.技 のレベルアップを助言する。

友達の補助をした り、お互いに演技についての

助言をし合ったりするよう助言する。

習活動を進めているが、

学習の成果が高まって
いない。

ステ ップ表 ・チェック図を活用 し技のポイン ト

をつかませ、練習の方法や場を工夫す るよう助

言する。



1

一
〇
1

4体 時のまとめ1

・本時の授業を振

り返 り、自己評

価 と相互 評価

を学習 カー ド

にまとめる。
・次回への課題の

確認をする。
・整理運動 をす

る。

評価
・学習計画に基づき、計画を修正

しなが ら安全 に楽 しく練習す

ることができたか。

学習カー ドや学習資料を活用 して、自己の活動

を振 り返 ってみることも大切であることを助言

する。

まとめへの支援

・学習カー ドから、自

己の活動を振 り返 ら
せ、学習の修正が図

られ るよ う助言 す

る。

課題が分からず、学習活

動に取り組めない。

学習資料の提示や見本 となる演技で技のイメー

ジをつかませる。

自己の演技 と学習資料や見本 となる演技 を比
べ、自己との違いを考えさせる。

学習 カー ドの記入

を通じて、本時の成

果と課題 をまとめ

ることができたか。

!、

学習カー ドの記入がで

き、本時の学習の成果と

課題 をっかむ ことがで

きている。

Lノ

→
→

「 、

課題に対 して、これか らどのように取 り組んで'

いくのかを考えさせる。
L〆
「 、

本時の 目標 と自己の学習を振 り返らせ、ステッ

プ表等を参考に成果と課題を整理させる。
、

学習カー ドの記入はして
いるが、自己の成果と課

題 がつかみ きれて いな

い。

'
課題に対 して、これからどのよ うに取 り組んで

いくのかを学習計画から考えさせる。

評価
・自己の能力に応 じた技を繰り返

し練習 し、次回への課題を確か

めることができたか。

学習カー ドに記入するこ

とができず,自 己の成果

と課題 をつ かめていな

い。

本時の 目標 に対 して、上達した ところや成果に
ついて学習カー ドに記入 させ、気付かせる。

これか らどのよ うに学習 に取 り組んで いくの

か,仲 間の助言等を参考にさせる。

〔本時の評価〕 ・仲間と協力し合いなが ら、安全に楽しく練習することができたか。
・学習計画に基づき、学習を修正 しながら工夫 して練習することができたか。

・自己の能力に応じた技を繰 り返し練習し、技能を高めることができたか。
・課題解決における練習の仕方を理解することができたか。



③ 学習資料

ステ ツプ表

技能の実現状況 をで きるだけ具体的 に示 した段階表 を作成 した。各種 目の技 の完成度 を3段

階(ベ ー シック、ターゲ ッ ト、チ ャレンジ)に す ることで、現在 の自分の状況把握 、課題設定

のた めの資料 とした。 また、課題達成のための支援(ポ イ ン ト1、 ポイ ン ト2)を 示 した。課

題 達成時 にはそのステ ップの枠 を囲んだ り、塗 りつぶ した り等、学習の成果 を確認 し、 自己評

価 、相互評価 に利用 した。rタ ーゲ ッ ト』を 「おおむね満足で きる」段階と位 置付 ける。

マレた國 ベーシツク 鱗 纈騰 ターゲツト 騨 跨謬`瞬 チャレンジ

露 窃

頭を轡き込めず.傾 いて

しまうが両手でマットを

しっかり突き押して前回

りをして鰍 がれる、

マ ットを強くけって勢い

を欄フてみよう.

まっすぐあごを召睦、背τP

を肉めよう

膝は曲がっているが前回

りをして勢いよく立ぢ上

がることができる,

回継前半に膝、つま先が

伸びており、回転後半で

は両膝を抱えて勢いよく

立ち上がることができ

惹

回臣溝賭 つま先まで

伸ばU回 転後半は背φを

小さく丸めてみよう。

後 転

体が左右に傾いてしま

低 まっすく騨1が 、

後ろ回りができζ

あごを引いてへそを見よ

う。

手は耳の横で構え 両手の

ひらでマットを押そう。

両手の突き押しがしっか

りとしていて直線上で後

転でき、立つことができ

乱 ・

回囁跨に膝、つま先を閉じ

てみよう。

足を閉じて勢いよく立つ

ことができも

灘 前転をして足を開いた状

態で座れ惹

あごを引き、爾手でマット

を強く押そう.

回転後は重心を前にしよ

う。

前転をして膝が曲がって
足がマットにつく瞬間に

力強く手でマットを押し㌧

両足の内側をマットに級

せるようにしよう

膝、つま先が{申びた状態

で回転し鱒いよく立ぢ上

がれる

しまっが醗 鰯状態で立ち

」ガ ることができる,

とび落 ベーシック 騨翻騨 翻 聯 ターゲツト 囎 睡 灘 チャレンジ

鰯 ヒrび

両手をとひ箱につき、腰、

膝は少し曲がるが跳びこ

せる,

.両足で強く勘 吻きろう.

腰を高く上怯 両手を通く

に、しっかりとつこう。

踏み切り後に伸身の姿勢

で膝を陣ばして、大きく

還くへ曽地でき私

とひ箱に善手徴 肩を冒手

点より酬こ出し 突き放そ

う。

踏み切り後に一壌身体が

床と平行になってから手

をつき、跳びこせる。(水

平開卸とび)

力妙鷹こみ
と び

善地は不安定であるが両

手をとび箱について、膝

を抱え込んで跳び越すこ

とかできる,

強く踏み切ろう。

葛手後、i嵐 突き放しらす

ぐに膝を抱えよう。

手の突き放しが充分で膝

を抱えて跳び越すことが
ρ

でき、安定して普地でき

る

突き放しと同詩に、前方を

見よう.

突き放し後、上俸をそらし

てみよう。

踏み切り後の腰の高さが

充分で、強く突き放すこ

とができ、安定して遠く

に着地でき急

台上鯖
両足で踏み切り、両手で

しっかり支持 し、とび箱

の上で鹸 産がでぎ翫

強く踏み切ろう。

腰を高く上怯 両手でしっ

かりと身体を支え、あごを

引いて後頭部から回転を

始めよう、

動 幅 く上がり、膝は曲

かっているが、まっすぐ

前転ができ亟膝をそろえ

て醤地ができ駄

腰を高く上げよう.

起き上がるときに爾足を

還くへ振り出そう.

鰭み切り後から着地ま

で、膝を倒 ましたまま屈

伸鵬 で大きく前転し皮

定した毬地かできる、

耳z均 台 ベーシツク 騰1纐 騨鞭 ターゲット 灘 繊鄭灘鱗i チャレンジ

1歩行
鍵 塑

厘や補助者に補まりなが

ら歩くことができる.

床の線の上を歩く縁習を

しよう。

両手 を肩の高さに閣いて

バランスをとろう.

平均台を見ながら、一人

で前進または後退ができ

る

平均台の側面を足の裏で

確認しながら歩こう.

平均台を見ないで、背筋

を剛ましπ歩くことがで

きる,

ジャンプ

かがんで悼Uあ がりなが

ら跳びあがり、平均台か

ら足わ一 瞬離れることが

できム

両手を横方向に広げなが

ら、バランスをとり、両足

で強く踏み切り、隔さを出

してみよう。

,

両手を振りあげることで

高く跳びあがり、身体を

伸ばしたままジャンプが

できる。

空中で膝を抱え込んだり、

足を開いたり、前後に開い

たりしてみよう。

空中でポーヌを作って.

体制を崩すことなく着地

することができる.

(かかえこみ、前径識

獺

醍i夕 一ン

θ60つ

ゆっくりと両足で、から昌

だの万向を18(ア 変える

ことができる。

両足でバランスをとり、体

の軸を保ってみよう.

回転のスピー ドをあげて

みよう。

すばやく両足で万向変換

ができるし

両手を横方向に広げなが

ら上方に振りあげ、つま先

立ちになり、背筋を陣ばし

てみよ乱

姿勢を悼はしすはやく方

向変換ガ兜きる
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1チ ェ ック図1

課題解決のための資料 と して ステ ップ表 と連動 させ て使用 した。図 はス テ ップ表 の2段 階

目 ・ターゲ ッ トを表 して いる。今 の 自分の状態 を書き込 み、図との相違点に気付 くよ うにさせ

た。(マ ッ ト運動の図 に生徒 の記入例 を示す)

【マ ッ ト運 動 】

[前 転]

両手を強く突

き押せない

吟愚

【とび箱 】

[開 脚 とび 〕

自

と

日

《

k

【平均 台 】

[両 足 ター ン]

たて位置 で平均台 に立つ ときはつま先を

やや開いて 、平均 台の角 に指をかける

一21一



学習カー ド1
【全 体 学 習 計 画 表】

・全体学習計画表

個 に応 じた学習 を進める

に当た り、個 々の目標 を設

定す るとともに、学習計画

を作成 し、課題解 決学習へ

の意欲 を高め させ るものと

した。

10時 間の授業 の中で、

オ リエ ンテー ション、既習

事項 を確認後 に、4時 問 目

か ら9時 間 目までの学習計

画 を作成 し、課題解決 に向

けた学習を行わせ た。

6時 間 目終了時 に、それ

ま で の活 動 を 自己 評 価 し

て、学習 の振 り返 り、学習

の見直 しを行 い、課題 の修

正 と、学習計画の修正 ・発

展案 を作成 させた。

(生 徒 の 記 入 例 を 右 に示

す)

【個 人 目標 】

【個人全体学習計画我】

⇒

【修正 個人 目標 】

-

・

2

3

・

4

・

5

・

6

7

8

9

10

・オ リエ ンテー シ ョン① 〔学盟 の進 め方 .学 閻 ノー ト ・資料 の鋭明〕

・技 の循習(1年 次 に身 に付け た技 の確臆)1時 闘 ご とに3種 目をグル ープ学 習

・種 目選択

・課題殴定

・全体学習計画

作成

・毎時学習計画

・課題解決学習

★ 自己評価

相五評価

☆一

☆拠

★盤墨盃盤星

☆坐 置幽 団 璽

・毎 時学習計 画

・奮梁題解決 掌闇

・発 表練習

技 。禰成

決 定練 習

★ 自己評価

相互評価

一
3.学 習 倉管田巨準 備.書寮の1麿習

4.今 管で にで巳 るようになった 菰 の鞭 習

5.額 しい扱 に搬 毅'・ 闘脚 前 転 ・開 脚 掩 転

6.し べ'Lntツ 「罵'伸 膝 前 転 ・伸 膝 撮転

7.3c密 で儲 マスター'倒 立 前転 ・発 袋 構 成 ・糠 習

8.流 れ る占うな 渓 鼓唐 且指 す'発 績 鯨 習

9.発 繍i演叛 究 成'

■
《6時 間終 了後 、成 果 を基 に学 習計 画 を見 臣 してみ よ う》畢

正 ・発 展 計 爾

技

柵成

倒立的転 → 前転 → 擁 転 → 開脚後転

→ 伸膝鞭転 → 伸膝前転

修

正

倒立 前転 → 開脚萌転 → 駒転 →

伸膝前転 → 開脚硫転 → 仲膝後転

学 習の まとめ ・発 衷 会

・自 己 評 価

・学 習成果 の確 謀 ・記 縁 のま とめ

学習カー ド2

・授業学習計画

全体学習計画を基 に、授

業 ご とに課題 と学習計画 を

作 成 した。

前時 まで の学習状況 に応

じたス モールステ ップの計

画 をたて学習 を行った。

資料 を参考 に自己評価 、

相互評価 をす ることで、現

状 を把握 し、学習の振・り返

りと修正 にっなげた。

(生 徒 の記 入 例 を右 に示

す)

【授業の反省 ・感想と自己評価】

月

日

曜

学 習 計 画 ア ドバ イス され た こと

1絹の題1[マ写ト/5時 問目]勢いのある回転こマ噌ト

を力強く押すこ3こを盈譲しτ、後転を行う.

【友違]「 やっ健51管だ勢いがた聞

ない'」こ言われたので、濯いっきq

回ったら簡単に回れた.■煽励蝋 御 曜7A脚 ・購瓢郭唱{,■「咽L叫 りΨ{,4、 ㌦ヤ艶り 鋸州}戸 帽「'{}へ 「

10分20分30分40分45分

1準 解 ツプ 個 人 学 習 タ イ ム 片朋 ・ノート副 【先生〕

勢いをつけτ、姿勢よく回弓う● ○ ・

準 ラ ス

慌 ン ト

ニ し

ン 噌

ヴ 子

① ② ③ ④

前 綴 開 開 伸

転 転 脚 脚 膝

前 綾 綴

転 転 転

● ●o

辰 次 片

省 回 何

課 け

題

友達にア ドバイスしたこと

2(璽 ・審でや盛)

回

友だちの足が伸びτいたので、

「閉じτ∂fぢよ」こf姿勢に気をつけ

τ回っτごらん」こ7ド バイスした。

本時の

反省

雛転こ伸しつ循転がでぎ俸した'維 転が童外に簡単にできたのでビ聖ウ1ル参し

た。ζんどんステッ7表 を塗りつ顔したいです.

次時の

課題

もっと、ひぎこつま先をぽっすぐにのはしτ伸しつ後転がで巳るようにする。開脚

前転はフィニッシュの時に、つま先のかぶせを煮譲する.難 しい技にも挑戦する'

伸 しつ 後転 は 難 しい技 で す。 頑 張 りま した ね。 は じめ の 頃 は 苦手 と言 検

印 ㊨っ てい た後 転 技 、ず い ぶ ん上 手 に な りま した。 次 は倒 立 系 の技 か な?
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④ 実証授業のまとめと考察(○ は成果、▲は課題)

視

点

個 に 応 じ た 具 体 的 な 支 援 に よ る 成 果 と 課 題

学習 の進め方への

支援
課題の発見への支援 学習活動への支援. 評価活動への支援

は

じ

め

○ 学 習 カー ド等 を

活用 し、学ぶ道筋

を示す ことで、学

習 に見 通 し を も

ち、学習の仕方 を

工 夫 しよ う とす

る姿 勢 が 見 られ

た。

○ ス テ ップ 表 で具 体

的 な 技 能 の実 現 状

況 を明 確 にす る こ

とで 、自己の課題の

発 見 に 役立 て る こ

とができた。

○技 能 の到 達 点 を具体

的に示す ことで、進ん

で 学 習 に 取 り組 む よ

うになった。

○予想 され る用 具 等 を

数 多 く準 備 す る こ と

で、学習 を工夫 しよう

とす るよ うにな った。

○教 師や 仲 間等 の

助言から、ステ ッ

プ表 ・チェック図

に 自己 の状 況 を

書 き込 ませ る こ

とを通 して、自己

評 価 しな が ら 学

習 す る態 度 を 育

て る ことが で き

た。

な

か

○ 学 習 指 導 計画 に

基 づ く個 に応 じ

た 支 援 をす る こ

とで、課題解決 に

お け る学 習 の 進

め 方 を 身 に 付 け

る ことができた。

▲ 学 習 に進 ん で 取

り組 む こ とが で

き な い 生 徒 に対

して、学習意欲 を

喚 起 す る よ うな

学 習 カ ー ド等 の

工 夫 をす る 必 要

があった。

○学習カー ドで、本時

の 反 省 や 次 時 の課

題 を整 理 させ る こ

とで、課題 に対する

問 題 点 や 改善 点が

明確 にな り、新たな

課 題 を発 見 さ せ る

ことができた。

▲ 自己の課題 が把握 ・

発 見 で き な い 生徒

に対 して、よ り踏み

込 ん だ 支援 が 必要

だった。

○学 習 カー ドに よ り学

習 の 見 通 し を も って

活動す ることで、 自己

の学習計画 を修正 ・発

展 させ る こ とが で き

るよ うになった。

O課 題 グル ー プ ご との

活 動 を行 わ せ る こと

で、仲間同士が助け合

いな が ら課 題 解 決 す

ることができた。

▲既習経験等 によって、

学習 計 画 の 立 て 方 や

学習 の 進 め 方 に差 が

見られた。

○ 仲 間 にア ドバ イ

ス す る活 動 を 取

り入れることで、

自己 の活 動 を振

り返 らせ る こ と

ができた。

○ 全 体 学習 計 画 表

に修 正欄 を作 る

ことで、学習の見

直しができた。

▲自己評価 ・相互評

価 の 時 間 を充 分

に設 定す る こ と

がで きなかった。

お

わ

り

○ 目指 す 方 向性 を

示 した 学 習 カ ー

ド等 を 工 夫 した

ことで、学習 に取

り組 む 姿 勢 を 身

に 付 け る こ とが

できた。

▲ 生 徒 の学 習 状 況

によって、課題解

決 学 習 の か か わ

り方 に差 が 見 ら

れた。

○ 仲 間 か らの助 言や

学 習 カ ー ドを活 用

して、学習を振 り返

ることで、 自己の課

題 を 正 し く把 握 す

ることができた。

▲学 習 カ ー ド等 の 活

用 に差が あるため、

新 た な 課 題 の 発 見

に っ な が らな い生

徒 もいた。

○ 学習 カ ー ド等 へ の記

入やステップ表 ・チェ

ック 図 を活 用 す る こ

とで、学習計画 の修正

を図ることができた。

▲学習 資 料 や 学 習 カー

ドを う ま く活 用 で き

ない生徒 は、見通 しが

もてないため、計画的

な活 動 を進 め る こ と

ができなか った。

○仲 間 の助 言 や 学

習 カー ド等 を使

うことを通 して、

自己 の活 動 を 振

り返 ったり、評価

した りす る活 動

が 見 られ る よ う

になった。

考察

○技能の到達点を具体的に示すな ど学習カー ド等 を工夫す ることによ り、生徒は自己の学習活動

に見通 しをもち、各 自の課題や 自己 の能力に応 じた学習活動に取 り組むことができた。

○学習カー ド等を通 して、仲間への助言や学習の振 り返 りを行 うことで、 自己評価 ・相互評価す

る力を高 めることがで きた。

○課題解決例 を示 した学習資料 を活用 して、学習活動の修正 ・発展 を繰 り返す中で、 自己の課題

に対する解決方法を主体的に考 え、実践す る力を身に付けることができた。

▲課題や学習内容 を把握できていない生徒には、教師のよ り踏み込 んだ支援が必要であった。

▲ 自己の課題 に対する理解や課題 に対する学び方 にばらつきが見 られるため、今後 も自らの課題

解 決を図る ことができる力を身に付けさせる個 に応 じた支援が必要であった。
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皿 研究の成果と今後の課題

1研 究の成果

課題解 決学習にお ける個 に応 じた支援の工夫 について、4つ の支援か ら個 に応 じた学び方

の習得 について実証授業 を行 い、次のような成果があった。

(1)学 習の進め方への支援

・ 学習カー ド等 の工夫 によ り、一 人一人の生徒に学習の道筋 を示す ことで、学習の進め

方 を理解 させることがで きた。

(2)課 題の発見への支援

・ 調べる視点や種 目 ごとの技能の状況を具体的 に示 した学習 資料 を活用 させ ることで、

自己 の能力や興味 ・関心 に応 じた課題 を発見させ るこ とができた。

・ 学習カー ドへ学習計画、本時 の反省 、次時 の課題 を記入 させる ことによって、課題 を

把握 させる ことができた。

・ 生徒が互いの学習状況 を見合 った り、意見交換 した りす る学習 を意 図的に取 り入れ る

ことで、新たな課題 を発見 させ ることができた。

(3)学 習活動への支援

・ 技能 の到達点 を3段 階の実 現状況 として具体的 に学習資料 に示す ことで、技能の習得

に見通 しをもたせ、学習 を深 める ことができた。

・ 仲間 とのかかわ りを重視す る ことや個に応 じた学習資料等 の工夫 をすることで、課題

が明確 にな り、学習計画 を修 正 ・発展 させる ことがで きた。

・ 指導体 制の工夫や予想 され る用具を準備す るな ど学習環境 を整 えることで 、学習 を工

夫 し、課題 を解決す る力 を身 に付けさせ ることができた。

(4)自 己評価活動への支援

・ 学習カー ド等の工夫か ら、生徒 自身が新たな課題 に気付き、学習を修正 ・発展 させ る

内容 を明 らかにする ことがで きた。

・ 個 に応 じた教師の助言や学習カー ド等 の工夫か ら、 自己 の活動 を振 り返 り、 自己評価

しなが ら活動で きるよ うにな った。

2今 後の課題

(1)新 たな課題や学習内容 を把握で きて いない生徒 に対 して、学習意欲 をよ り喚起す る学習

資料等の工夫や教師の踏み込 んだ支援が必要で あった。

(2)学 習の進 め方に個人差がある ことか ら、課題解 決する時間や 学習 を振 り返る時間など、

生徒が主体的 に活動する時間をよ り生み 出すたφの工夫 が必要 であった。

(3)生 徒が 自らの学習 を振 り返 り、学習 を修正 しなが ら課 題 を解 決 してい く力を高めるため

に、指導体 制等 をさ らに工夫す るな ど、個 に応 じた支援 が必要で あった。
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